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岐
阜
県
建
築
基
準
条
例
（
平
成
八
年
岐
阜
県
条
例
第
十
号
）
新
旧
対
照
表 

 

（
新
） 

（
旧
） 

 
 

目
次 

 

略 

目
次 

 

略 

 
 

第
一
章 

総
則 

第
一
章 

総
則 

 
 

 

（
趣
旨
） 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
三
条
第
三
項
及
び
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
災
害
危
険
区
域
の
指
定
及
び
そ
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
制
限
、
建
築
物

の
敷
地
、
構
造
及
び
建
築
設
備
に
関
す
る
制
限
の
附
加
、
建
築
物
の
敷
地
等
と
道
路
と
の
関

係
に
関
す
る
制
限
の
附
加
並
び
に
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
災
害
危
険
区
域
の
指
定
及
び
そ
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
制
限
、
建
築
物

の
敷
地
、
構
造
及
び
建
築
設
備
に
関
す
る
制
限
の
附
加
、
建
築
物
の
敷
地
等
と
道
路
と
の
関

係
に
関
す
る
制
限
の
附
加
並
び
に
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

第
二
条
及
び
第
三
条 

 

略 

第
二
条
及
び
第
三
条 

 

略 

 
 

 
 

 

第
二
章 

 

略 
 

 
 

第
二
章 

 

略 

 
 

 
 

 

第
三
章 

特
殊
建
築
物 

 
 

 

第
三
章 

特
殊
建
築
物 

 
 

 
 

 
 

第
一
節 

通
則 

 
 

 
 

第
一
節 

通
則 

 
 

第
八
条 

 

略 

第
八
条 

 

略 

 
 

 
 

（
木
造
建
築
物
等
で
あ
る
特
殊
建
築
物
の
外
壁
等
） 

第
九
条 

削
除 

第
九
条 

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
市
街
地
の
区
域
内
に
あ
る
木
造
建
築
物
等
で
あ
る
特
殊
建

築
物
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
そ
の
外
壁
及
び
軒
裏
で
延
焼
の
お

そ
れ
の
あ
る
部
分
を
防
火
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

自
動
車
修
理
工
場
の
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の

合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

二 

診
療
所
（
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
展
示
場
、
物

品
販
売
業
を
営
む
店
舗
、
飲
食
店
、
遊
技
場
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
又
は
下
宿
の
用
途
に
供
す
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る
も
の
で
、
階
数
が
二
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合

計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

第
二
節
か
ら
第
五
節
ま
で 

 

略 
 

 
 

 

第
二
節
か
ら
第
五
節
ま
で 

 

略 

 
 

 
 

第
四
章
及
び
第
五
章 

 

略 

第
四
章
及
び
第
五
章 

 

略 

 
 

第
六
章 

雑
則 

第
六
章 

雑
則 

 
 

 

（
適
用
の
除
外
） 

（
適
用
の
除
外
） 

第
二
十
九
条
の
二 

法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村

が
法
第
三
十
九
条
、
法
第
四
十
条
、
法
第
四
十
三
条
第
三
項
及
び
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
条
例
の
効
力
が
発
生
し
た
時
か
ら
、
当

該
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
関
係
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

第
二
十
九
条
の
二 

法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村

が
法
第
三
十
九
条
、
法
第
四
十
条
、
法
第
四
十
三
条
第
二
項
及
び
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
条
例
の
効
力
が
発
生
し
た
時
か
ら
、
当

該
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
関
係
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 
 

 

（
仮
設
興
行
場
等
に
対
す
る
適
用
の
除
外
） 

 

（
仮
設
建
築
物
に
対
す
る
適
用
の
除
外
） 

第
二
十
九
条
の
三 

こ
の
条
例
の
規
定
は
、
法
第
八
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
仮
設
興
行
場

等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

第
二
十
九
条
の
三 

こ
の
条
例
の
規
定
は
、
法
第
八
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
仮
設
建
築
物 

 
 

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 
 

第
二
十
九
条
の
四
及
び
第
三
十
条 

 

略 

第
二
十
九
条
の
四
及
び
第
三
十
条 

 

略 

 
 

第
七
章 

罰
則 

第
七
章 

罰
則 

 
 

 

（
罰
則
） 

 

（
罰
則
） 

第
三
十
一
条 

第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条

か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
又
は
第
二
十

四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
当
該
建
築
物
の
設
計
者
（
設
計
図
書
に
記

載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
（
型
式
適
合
認
定
に
係
る
型
式
の
建
築
材
料
若
し
く
は
建
築
物

の
部
分
、
構
造
方
法
等
の
認
定
に
係
る
構
造
方
法
を
用
い
る
建
築
物
の
部
分
若
し
く
は
建
築

材
料
又
は
特
殊
構
造
方
法
等
認
定
に
係
る
特
殊
の
構
造
方
法
を
用
い
る
建
築
物
の
部
分
若
し

く
は
特
殊
の
建
築
材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
当
該
認
定
建
築

材
料
等
の
全
部
又
は
一
部
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
場
合
に

お
い
て
は
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
者
、
設
計
図
書
を
用
い
な
い

で
工
事
を
施
工
し
、
又
は
設
計
図
書
に
従
わ
な
い
で
工
事
を
施
工
し
た
場
合
（
設
計
図
書
に

第
三
十
一
条 

第
五
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条

か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
又
は
第
二
十

四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
当
該
建
築
物
の
設
計
者
（
設
計
図
書
に
記

載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
（
型
式
適
合
認
定
に
係
る
型
式
の
建
築
材
料
若
し
く
は
建
築
物

の
部
分
、
構
造
方
法
等
の
認
定
に
係
る
構
造
方
法
を
用
い
る
建
築
物
の
部
分
若
し
く
は
建
築

材
料
又
は
特
殊
構
造
方
法
等
認
定
に
係
る
特
殊
の
構
造
方
法
を
用
い
る
建
築
物
の
部
分
若
し

く
は
特
殊
の
建
築
材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
当
該
認
定
建
築

材
料
等
の
全
部
又
は
一
部
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
場
合
に

お
い
て
は
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
者
、
設
計
図
書
を
用
い
な
い

で
工
事
を
施
工
し
、
又
は
設
計
図
書
に
従
わ
な
い
で
工
事
を
施
工
し
た
場
合
（
設
計
図
書
に
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記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
使
用
し
て
工
事
を
施
工
し
た
場
合

を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
当
該
建
築
物
の
工
事
施
工
者
）
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。 

２ 
 

略 

記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
使
用
し
て
工
事
を
施
工
し
た
場
合

を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
当
該
建
築
物
の
工
事
施
工
者
）
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。 

２ 
 

略 

 
 

第
三
十
二
条 

 

略 

第
三
十
二
条 

 

略 

  
 

 

附 

則 
 

略 

 

  
 

 

附 

則 
 

略 

 


